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＜企業理念＞ 

 

地域の約半分が富士箱根伊豆国立公園に指定され、自然豊かな観光地にある私たち

企業は安定型最終処分場として、環境法規制の遵守を行い、この豊かな自然との共存や地

域社会への貢献をするため、以下の環境方針を掲げ、その他の要求事項を守り、目標を立

てて実践し、その見直し、継続的改善、汚染の予防に努めるとともに信頼と実績を重ねて

いきます。 

 

＜環境方針＞ 

 

1. 省資源・省エネの推進に努めます。 

2. 廃棄物の削減・リサイクルに努めます。 

3. 水資源の必要性から使用量の削減に努めます。 

4. グリーン購入を推進し、環境負荷の低減に努めます。 

5. 環境上の法令、社会的取り決めを遵守するとともに、大気汚染、水質汚濁の防止に努

めます。 

6. 行政・他団体・地域住民・取引関係者とコミュニケーションを図るなど協力して推進

します。 

7. 安定型最終処分場としての特徴を活かし、地域社会へ貢献します。 

 

 

 

 

    制定日 2017 年 6 月 1 日 

 

サゝキ工業株式会社 

  代表取締役 鈴木 正紀 



組織の概要

1.　事業所名及び代表者名

　サゝキ工業　株式会社

　代表取締役　鈴木　正紀

2.　所在地

　本社・産業廃棄物安定型処分場

住所：〒414-0053　伊東市荻395

TEL：0557-37-8585

FAX：0557-37-8589

E-mail：sskkogyo@sirius.ocn.ne.jp

3.　会社履歴

　資本金　1000万円

　設立年月日　昭和36年 1月10日

4.　事業活動の内容

　産業廃棄物最終処分業、生コンクリート委託販売

5.　事業規模及び産業廃棄物許可内容

残容量 41674.1㎡

売上高 357百万

従業員数 5人

埋立地面積 23,668㎡

産業廃棄物最終処分量         4, 663 t (18,653m3)

埋立容量 317，316㎥

設置許可番号 環第15－23号

施設の種類 安定型最終処分場

設置年月日 平成3年3月10日

設置許可年月日 昭和59年1月24日



1.　　環境管理責任者及び担当者氏名、　連絡先

　　　　

2    主要施設・設備

＜主要設備＞　　産業廃棄物安定型最終処分場

＜主要設備＞　　埋立地面積　23,668㎡　埋立容量　317，136㎥

＜保有車両＞ 重機　パワーショベル　3台

営業車　　　　　　　　2台

3.　認証・登録の対称範囲

＜対象範囲＞　全組織及び全事業活動

<実施体制組織図＞

取締役　溝田勝 K/N

事務所：総務

萩原忠　　谷口由美

環境管理責任者

鈴木正紀

営業 作業員

鈴木正紀

EA21　活動事務局

4464 ㎥

E-mail：sskkogyo@siriusu.ocn.ne.jp

許可No

許可年月日

有効年月日 許可品目

静岡県

第0224219306号

環境管理責任者：鈴木　正紀

              担当者：　萩原　忠

TEL：0557-37-8585

FAX：0557-37-8589

令和3年3月10日

令和8年3月9日

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を含む）

金属くず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ

ラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

（石綿含有産業廃棄物を含む）　　　　　　　　　　　　　　が

れき類（石綿含有産業廃棄物を含む）

コンパクター　1台

生コン委託販売量

委託量

事業区分

産業廃棄物処分業

経営責任者



＜環境管理組織における機能＞

　経営責任者

①    環境経営全般に対しての責任と権限

②    環境経営の構築、運用、管理に必要な資源を用意する

③    実施体制の構築

④    全体の評価並びに見直し

⑤    環境方針の作成と従業員への周知

⑥    経営における課題とチャンスの明確化

　環境管理責任者

①    環境活動の推進

②    環境目標及び環境計画の作成、実施、管理

③    問題点の把握並びに予防処置に対する指示、及び改善や見直しに必要な処置を行う

④    EA21推進会議の実施

⑤    進捗状況の報告

　EA21活動事務局

①    各部門のデータのまとめ

②    活動計画の立案、運営、維持及び実施達成状況を環境管理責任者へ報告

③    環境負荷。環境への取組みの自己チェックの実施

④    環境教育の立案

⑤    文書、記録の管理

　各部門責任者

　③    環境目標及び実施項目に対する問題点の是正処理を実施

　　

　各部門

①    環境計画及び環境目標の実施

②    月別部門データの集計

③    部門内における問題点の把握と是正の実施

④    部門内の教育訓練の実施

一般従業員

①    自己の管理範囲内における実施責任者として、全員参加による環境経営システムの実施及び、感
知に責務を負い、　　　　　　　　　部門内の必要な人材育成、パフォーマンスの向上を図る。

方針・活動計画を遵守
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環境経営目標

・当社の環境負荷の目標は以下の通りです。

・環境目標は2018年度を基準年度として計画しました

項目 単位
2018年度実績
（基準年度）

2022年度目標
削減値

2023年度
目標

2024年度
目標

2022.1～2022.12

2025年度
目標

3.4 4%減

灯油使用量の削減 L 0

二酸化炭素排出量の削減 ｋｇ-CO2 14785.9 4%減

-

電力消費量の削減 KWH 8468 4%減

ガソリン使用量の削減 L 6314.5 4%減

液化石油ガス(LPG)の削
減

㎥

軽油使用料の削減 L 0 -

t リサイクル等削減に努め、取組みのみとする

水使用量の削減 ｍ3 498 1％減

廃棄物(総量）の削減

3

地域貢献への活動の実施 回数/年 1 1 3 3 3

本業におけるエコ活動　　　　　          　（自
社設備の省エネ改善、顧客へのエコ提案等）

件数/年 2 1 3 3



・当社の環境負荷の目標及びその実績は下記の通りです。

・環境目標は2018年度を基準年度として計画した実績結果

目標(-4%) 実績値

55%

8140

117%

9908

25%

1578

0%

0

-

0

-

0

リサイクル等削減に努め、取組みのみとする

備考：購入電力の二酸化炭素排出係数は基準年度（H28年度）の東京電力の数値

　　　　　（0.452ｋｇ-CO2/ｋWh)を使用しています。

備考：自社からの産業廃棄物・一般廃棄物の発生は少なく、再生利用に努めています。

　　　　　従って目標設定せず適正管理に努めます。

備考：当社では化学物質の使用はありません。

備考：2018年度に対し、2019年度以降は、事業計画の大幅な変更により、二酸化炭素排出量と

　　　　　水使用量が大きく削減された。次年度は、削減目標を再検討する。

備考：環境目標は毎年見直すと共に、事業活動に大きな変更があった場合、速やかに改訂する。

達成

達成状況

環境経営目標の実績

環境目標項目 単位
2018年度
実績（基準

年度）

2022年度

二酸化炭素排出量の削減 14785.9 14194 達成

未達

ガソリン使用量の削減 L 6314.5 6062 達成

電力消費量の削減 KWH 8468 8129

廃棄物(総量）の削減 t

液化石油ガス(LPG)の削減 ㎥ 3.4

軽油使用料の削減 L 0

3 達成

灯油使用量の削減 L 0 0 達成

達成

水使用量の削減 ｍ3 498 478

2 達成

2022年度＝2022.1～2022.12

地域貢献への活動の実施 回数/年 1 1

93 大きく達成

本業におけるエコ活動　　　　　          　（自社
設備の省エネ改善、顧客へのエコ提案等）

件数/年 2 2

0 達成

3



項目別月別負荷及び結果の評価

評価対象期間

2022年1月～2022年12月

購入電力使用量

＊参考

低圧電量＝エアコン一式、外部照明等

2022年度の電力使用量合計値は9908KWHでした。

基準年度に対しての削減目標は達成できなかった。

要因として,特に酷暑期（7月～8月）気温上昇による、設定温度下降と厳冬期（1月～2月）の気温下降による、設定温度上昇が

主な要因と思われます。今後も可能な省エネ活動を継続していきます。

必要最小限度の照明、省エネを日々努めており、二酸化炭素排出量を削減、発生抑制に日々努めている

今後も、可能な限りの省エネ活動を継続する。

2.化石燃料(ガソリン・軽油・灯油・LPG)使用量

＊営業車2台

2022年度のガソリン使用量の合計値1576Lで、仕事量の状況により、大幅に達成できた。

ガソリン使用量は、目標を大幅に達成でき、基準年度及び昨年度より、大きく削減出来た。

よって、電力は多少の増加になったが、ガソリンの大幅な減少により、二酸化炭素排出量の目標は、大幅に達成できた。

外部への移動手段として、営業車を使用しなくてはならない為、使用量が増減してしまうが、

本年は、外部への外出を極力削減できた為、使用量を抑える事が出来た。

年間を通じて、エコドライブの実施と、アイドリングストップの継続的実施に努めている。

社有車の違反、事故等発生は無し

軽油 灯油 LPG は年間通じて使用はありませんでした。

従量電灯＝　事務内の照明

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2022年実績 931 1195 822 651 452 555 921 1229 714 954 605 879

2021年合計 916 979 708 589 405 659 752 908 725 501 467 809

目標計 921.69 1183.05 813.78 644.49 447.48 549.45 911.79 1216.71 706.86 944.46 598.95 870.21
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2022年度電力使用量  

2022年実績 2021年合計 目標計 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

基準年度 336.250421 234.667789 396.05318 262.797902 221.658487 491.651534 376.17897 291.118151 378.36053 283.012355 325.092443 337.141058

2021 232.25 288.26 310.02 317.15 243.92 280.62 338.13 209.19 193.58 195.07 190.42 120.75

2022 120.66 143.4 148.5 139.19 130.78 167.18 137.7 100.72 135.78 137.52 145.716667 69.3

目標値 168.34 142.975 190.38 197.03 136.99 248.4345 309.909 291.1655 255.265 206.72 220.666 215.973
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2022年度ガソリン使用量  

基準年度 2021 2022 目標値 



3.上水使用量

＊事務所の台所、トイレ、事務所前の散水、処分場の車両洗浄に使用

2022年度の上水使用量の合計値83Lでした。

基準年度及び昨年度より、大きく使用量を削減出来た。

昨年とほぼ同じ使用量ではあるが、極力無駄の使用を抑えた結果目標、及び前年に使用量より削減が出来た。

生コン委託販売実績数量

評価対象期間

2022年1月～2022年12月

単位㎥ 合計

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2022年 233.4 284.4 292.25 292.25 406.05 309.35 380.9 580.3 464.7 318.35 437.7 464.35 4464

生コン販売実績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

基準年度 49 39 39 44 44 45 45 37 37 35 35 49

2021 6 6 6 6 7.5 7.5 10 10 9 9 8 8

2022 7 7 8 8 5.5 5.5 6 6 9.5 9.5 5.5 5.5

目標値 47.04 37.44 37.44 42.24 42.24 43.2 43.2 35.52 35.52 33.6 33.6 47.04
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2023年度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～12月

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

7 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

責任者 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～12月

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

責任者 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～12月

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

責任者 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～12月

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

責任者 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～12月

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

責任者 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～12月

1 ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グリーン購入

取組み目標 活動項目

日常の車両清掃は井戸水を使用する

取組み目標 活動項目

グリーン購入の推進 谷口/鈴木（絢）
再生コピー用紙を購入

カタログ、HP等のよる情報収集

地下水・浸透水の検査を実施（年一項目、毎月項目）

本業におけるエコ活動

教育・訓練   コミュニケーション
萩原

緊急時対応訓練実施(地震、火災、オイル漏れ,労災)

地域への貢献、コミュニケーション活動

検査・測定

水使用量の削減

取組み目標 活動項目

水使用量の把握に努め、削減方法の検討をする
節水活動と井戸水の有効活用 萩原

廃棄物排出量の削減

取組み目標 活動項目

現状維持に努める 萩原

許可品目以外の廃棄物が混入しないよう展開検査を実施

埋立対象廃棄物以外は持ち帰らせるよう徹底

分別の推進、紙類段ボール類のリサイクル

取組み目標 活動項目

現状維持に努める 萩原

法令順守

受入業者からの適正管理

マニフェスト管理

契約業者との協力

産業廃棄物処理業としての活動

エアコン温度設定を夏は高め、冬は低めに設定する

エアコンのフィルター定期的な清掃

こまめに電気のスイッチOFF（PC,エアコン、コピー機等）

業務用エアコンのセルフチェック

節電モードのある機器は設定を変更する

消費電力の高い古い機器を新しいものに取り替える

電気使用量の削減 萩原

省エネ電球類への順次取り替え

軽油・ガソリン使用量の削減 荻島
アイドリングストップ実行・エコ運転の実行

作業経路の見直し、効率的な作業推進

環境活動計画

二酸化炭素排出量の削減 計画月の〇　　検討△

取組み目標 責任者 活動項目
2022年度

活動項目を継

続する。

活動項目を継

続する。

活動項目を継

続する。

活動項目を継

続する。

活動項目を継

続する。

活動項目を継

続する。



個人の自由にて服装を調節し気温の変化に対応している今後も継続 毎日 ◎

現状１回/年　半期毎エアコンの不使用月に清掃を行う。 季節毎 〇

省エネモードを積極的活用している。離席時にはPCモニターOFFを実施している。 毎日 〇

節電モードを積極的活用している。 設定 〇

新規購入時、選定要件とする 更新時 △

本社事務ブロックの照明のLED化を実施した。今後も、継続して検討を進める。 月日 〇

今後も、継続する。 毎日 ◎

経路の見直しを実施し、受け入れ時に説明及び現場に表示した。 毎日 〇

責任者

現在の展開検査方法を検証し、よりよい手順・方法を検討して行く 搬入毎 ◎

今後も、継続する。 遵法確認 ◎

分別可能な専用トレイを設置し、分別を行っている。今後も継続する 毎日 〇

責任者

漏水点検や手洗い事の節水意識を上げて行き、今後も取り組んでいく 毎日 〇

使用箇所の多い箇所を選定から始めている。継続する 検討継続 〇

今後も、継続する。 毎日 〇

節水ステッカー掲示済み、継続する 確認 ◎

責任者

取組初年度であり、対象商品の購入調査、把握後環境配慮型商品の使用を高めて行く 購入時 〇

今後も、定期的に継続する。 購入時 〇

責任者

防災マニュアル(地震、火災、オイル漏れ）を作成して、 ◎

防災マニュアルの手順シナリオに沿って訓練を行った。報告書別紙 ◎

河川水質基準に沿い水質測定を行った。（PCB=1回/年、BOD=1回/月）現在水質異常の報告は無、今後も継続する 月日 ◎

教育・訓練
萩原

緊急時対応の手順書の作成

防災訓練を実施（年一度）

測定 地下水・浸透水の検査を実施

グリーン購入

取組み目標

本業におけるエコ活動

取組み目標

1 グリーン購入の推進 谷口/鈴木（絢）
再生コピー用紙を購入

カタログ、HP等のよる情報収集

水使用量の削減

取組み目標

1 節水活動と井戸水の有効活用 萩原

水使用量の把握に努め、削減方法の検討をする

節水用の蛇口を取り付ける

日常の車両清掃は井戸水を使用する

蛇口付近に節水ステッカーを貼る

作業経路の見直し、効率的な作業推進

取組み目標

現状維持に努める 萩原

許可品目以外の廃棄物が混入しないよう展開検査を実施

埋立対象廃棄物以外は持ち帰らせるよう徹底

分別の推進、紙類段ボール類のリサイクル

廃棄物排出量の削減

2 軽油・ガソリン使用量の削減 溝田
アイドリングストップ実行・エコ運転の実行

取組度

1 電気使用量の削減 萩原

エアコン温度設定を夏は高め、冬は低めに設定する

エアコンのフィルター定期的な清掃

こまめに電気のスイッチOFF（PC,エアコン、コピー機等）

節電モードのある機器は設定を変更する

消費電力の高い古い機器を新しいものに取り替える

省エネ電球類への順次取り替え

実施日等

環境活動計画の取組結果の評価

取組み目標 責任者 取組結果と今後の取組



環境関連法規の取りまとめ一覧および　遵守状況評価

法令・条例・通達名 法令・施行令・基準等 該当条項 当社が受け入れをした遵守すべき内容　　　　　<　　適　　用　　条　　件    > 適用
届出
義務

契約
義務

測定
義務

遵守
義務

記録
義務

報告
義務

実施記録等 遵守評価

地下水及び、浸透水の試験検査 第2条第二項 最終処分場の浸透水（BOD)1回/年、（23項目）1回/月、上・下地下水（23項目）1回/月 ○ ○ ○ ○ 　成分分析表等確認、保管 ○

廃棄物の発生抑制

発生抑制対策の強化・不適正処理対策・施設整備等

.

産業廃棄物の保管基準 第12条2項
産業廃棄物が運搬されるまでの間、生活環境上支障のないように社内での保管

○ ○ ○ 異常なし 〇

産業廃棄物の委託基準

・運搬および処理の委託は、産業廃棄物の運搬を業として行うことができる者であって、

　委託しようとする産業廃棄物の運搬がその事業の範囲に含まれる

・運搬又は処分の委託契約は書面により行う ○ ○

　①委託する産業廃棄物の種類及び数量 ○ ○

　②委託契約書の有効期間 ○ ○

　③委託者が受託者に支払う料金 ○ ○ 契約書・管理表確認

　④受託者が産業廃棄物収集運搬業者又は産業廃棄物処分業者

　　　である場合にはその事業の範囲

　⑤委託した産業廃棄物の適正処理のために必要な情報 ○ ○

・委託契約書には、次の書面を添付

　　運搬を委託するとき　収集運搬業の許可証の写 委託契約書

　　処分を委託するとき　処分業の許可証の写 許可証の確認

産業廃棄物の処理を受託業者に対して場合には、受託先を実地に確認することを 管理表確認,法遵守

協力しなければならない

　・１年に１回以上定期的に実施 ○ ○

　・処理される施設状況、処理状況、帳簿等保存状況 ○ ○

　・実地確認結果を記録し記録した日から５年間保存 ○ ○

○

・委託契約書及び添付書面は、契約の終了の日から５年間保存 ○ ○

○ ○ ○

〇
○ ○

法の遵守確認 ○

〇

○ ○

○ ○ ○

第8条の23、25
県条例第10条

廃棄物の飛散・流出・地下浸水の防止 ○

○○ ○ ○ 許可証明書・契約書・管理表確認産業廃棄物の処理委託基準 第12条 産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託する ○

静岡県条例第8 条 産業廃棄物を排出する事業場は事業場ごとに「産業廃棄物管理責任者」を選任 ○

今後防止対策を活かした設備の導入予定 ○

許可証明書・契約書・管理表確認 ○

○ ○ 産業廃棄物管理責任者、設置確認 ○

第12 条第5 項第12
条の2 第5 項

排出事業者の責務は、廃棄物が最終処分されるまで続く ○ ○

○

法の遵守確認

ＥＡ２１取組み・実施 ○

第3条第３項 廃棄物の減量化や適正処理のために講じられる国や地方公共団体の施策に協力 ○ ○
企業に対して減量化のアピールを行った
（埋め立てずにリサイクル提案するなど）

○

○

○

　許可証確認（2021年度更新） ○

○ ＥＡ２１取組み・実施 ○

廃棄物の適正処理の確保

第3条第1項 事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理 ○

廃棄物の削減 第3条 ○

○

第3条第2項 排出事業者は、再生利用による廃棄物の減量化などに努める ○

最終処分場維持管理積立金 省令第7号 埋立終了後に必要となる維持管理費用をあらかじめ積立てる ○

サゝキ工業株式会社　　　　　　　　遵法評価実施日　2023年　1　月　10　日

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

（略称：廃棄物処理法）
静岡県産業廃棄物の
処理に関する条例

産業廃棄物処分業許可更新 法第14条第6項
産業廃棄物処分業を行おうとする者は、当該業を行おうとする区域を管轄する都道府県知事の許可を受
ける。

○ ○

○ 管理中 ○



法令・条例・通達名 法令・施行令・基準等 該当条項 当社が受け入れをした遵守すべき内容　　　　　<　　適　　用　　条　　件    > 適用
届出
義務

契約
義務

測定
義務

遵守
義務

記録
義務

報告
義務

実施記録等 遵守評価

産業廃棄物管理票 法第12 条の3・ 産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託する場合には産業廃棄物処理業者に対し、

　　（マニフェスト）の交付 法第12 条の3・ 産業廃棄物管理票マニフェストを交付する

産業廃棄物管理票の確認 法第12 条の5 （マニフェスト）を交付し、適正に最終処分されたことを確認 ○ ○ ○

紙マニフェストの交付方法

　・運搬受託者又は処分受託者から送付される管理票の写しで

　①管理票交付（又は登録）の日から90日以内に

　　　管理票の写しの送付を受けないとき

　・管理票の送付を受けた日から5年間保存

産業廃棄物管理票交付等状況
報告書の報告 法第12 条の3 　　　第6 項

毎年4月から翌年3月までの1年間に交付した管理表の状況を6月30日まえに県知事に
報告

○ ○ ◎
報告書提出、確認、保

管
○

第4条

第5条 エネルギーの使用の合理化の適切かつ有効な実施を図るため判断の基準となるべき事項を定め、

目標及び当該目標を達成するために計画的に取り組む

　　指導及び助言 第6条

温対法 エネルギー使用量の削減,記録の保管

　(地球温暖化対策の ・電力の使用量削減(節電）

推進に関する法律） ・化石燃料の使用量削減

・水使用量の削減

機械の普及促進に関する規程

規程 ・ブルトーザー、バックホウ、トラ
クターショベル、

・対策型ステッカー貼付の建設機械使用

空気圧縮機、発動発電機等 ・発注者及び元請者へ報告

　低騒音設備機器 平成９年建設省告示第１５３６号 認定された機器の購入或いはリースの推進

　低振動設備機器　の認定 ・最新認定機器の採用
・次のいずれかに該当するとき
は、所轄警察署長の許可を受け
なければならない。

低騒音設備機器

①道路において工事又は作業
を行なおうとする者又は工事・作
業の請負人 ・低振動設備機器の認定

過去3年間訴訟、違反等はなし

簡易点検表確認 ○フロン排出抑制法 簡易点検の実施 ３カ月ごとの簡易点検 事業用の空調機はないが、重機にあるので、簡易点検を実施する ○

○
報告書提出、確認、保

管
○

紙マニフェスト、管理表
確認

遵守確認 ○

○ 遵守確認 ○

契約書・点検管理表、１
１条検査結果表確認

○

ＥＡ２１取組み・実施 ○

温室効果ガスの排出抑制に努
める

「エコアクション２１」　　要求項目

ＥＡ２１取組み・実施
○ ○

② 事業者の判断の基準の遵守 ○

主務大臣は実施について必要な指導助言をする ○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（略称：廃棄物処理法）

静岡県産業廃棄物の処理に関する条
例

エネルギーの使用の合理化に関する
法律
法律（略称：省エネ法）（略称：省エネ
法）

エネルギーを使用する者は、エネルギーの使用の合理化に努めるとともに、電気の需要の平準化に資する
措置を講ずるよう努めなければならない。

○
① エネルギー使用の合理化義
務

許可証明書・契約書・
管理表確認

○

○ ○ ○

○

○

○

・小型バックホウ、バックホウ、ト
ラクタショベル、ブルトーザ、発

動発電機、空気圧縮機、油圧パ
ワーユニット

・対策型ステッカー貼付の建設機械使用
・発注者及び元請者へ報告

○

○浄化槽法 法定検査（第11条検査）
保守点検や清掃などの維持管理が適正に行われ、かつ浄化槽から綺麗な水が放流されているかを確認す
る



場所

変更の
必要性の

有無

①　環境方針 変更の必要なし

②　目　　　標 変更の必要はないが、事業内容を変更した為状況を見て都度設定を見直していく

③　環境活動計画 このまま継続、目標同様変更への対応を心掛ける

⑤　環境経営システム 2017年版への移行並びに事業状況変更への対応を意識しておくこと

④　実施体制 このまま継続する

前年度指摘事項の取組結果報告
昨年度の結果を元に事業状況に合わせて適切に取り

行う事

利害関係者から苦情・要望結果

外部からの苦情・要望受付結果で説明苦情なしは◎

・苦情無し 引き続き小さなことについても報告し、

・要望無し 独断で行動しないこと。

問題点の是正・予防処置の状況

問題点の是正/予防処置報告書で説明特になし

全社員、一人一人が問題意識を持ち、問題解決に

取り組むことが必要。

環境活動計画の実施状況

環境目標/環境活動計画管理表で説明今後も外部による活動や講習会に積極的に

活動記録を報告 参加するとともに、自主的に行動すること。

環境目標の達成度

集計結果を報告 達成度は◎

【内容：実施値　/　目標値：（達成度）】事業内容の変更に伴い、都度状況を見て、

別紙実績グラフにて説明 必要な削減を実施し、継続すること。

見直しに必要な情報 説明資料等 社長コメント

環境関連法規制等のまとめ/
遵守状況

環境関連法規制等一覧/遵守状況の法規について、今後遵守すべき法規が増え

チェック結果で説明 ていくと思われるため、電子媒体、情報冊子

（契約書・許可証・マニフェストの管理等により、新しい情報を常に取り入れること。

状況を説明）

　参　　加　　者 総　務　：谷口、萩原

代表者による全体の評価と見直し

承諾者　：　鈴木　正紀

評価日時 2023年3　月　10　日　　　　13：　00　～　14　：　00 事務所



実施日　　2022年8月1日(月)～8月5日（金）　8：30～16：30　　　　　　

上記期間中に、しょうじ建設土木部社員により、伐採を行った。

作業実施の間、片側通行規制誘導者設置、

重機により、伐採作業

伐採後、通行に支障は無くなった。

環境コミュニケーション記録

実施内容　　　　 ササキ工業前道路の垣根の伐採

内容

ある。

参加者代表 藤本健次、土屋真路

件名 ササキ工業前道路の垣根の伐採

影響（通行時見にくい、特に大型車両は車線を中央よりはみだして、通行する必要が

当社敷地内に以前に植樹した樹木が、敷地境界線を越えて成長し、道路通行に多少の



環境関連緊急対応訓練実施記録書

記録者　　　環境管理責任者 確認者　　社長

　2022　　年　10　　月　　24　日 　　　　10　時　　00　分　～　　11　時　00　分

本社

谷口由美

萩原　忠

溝田勝

事務所からの出火

想定発生場所　休憩室　

想定発生時間帯　10：00

対　応　手　順 順 行　　動　　手　　順 訓　練　対　応　状　況 課題点

出　火　発　見 １ 周囲に大声で知らせ、消火の応援を要請する

目視確認 ２ どこから出火しているか

3 火の勢いは大きいか、弱いか

連　絡 4. 火災発生状況を上司又は管理職に連絡する

5. 初期消火を開始する

火災の拡防止 6. 周囲に引火しないよう、引火物を除去する。

7. 消火器・消防用水にて放水消火継続

確　認 8. 鎮火の確認、再出火の可能性の有無確認

9 けがの有無の確認

10 被害状況の確認

連　絡 11
上司又は管理職にけがの有無及び被害状況を報
告する

片づけ 12 使用済み消火器の確認

消火用具の片付け

13 訓練の反省

手順書見直しなどの記録

その他

緊 急 対 応 想 定

状 況 の 設 定
被害想定　休憩室のコンセントから出火　トラッキング現象によるもの
出火延焼拡大防止他への被害なし

対応手順について 今回の想定における、手順の見直しは必要なし

緊急対応備品について 消火器、不燃シート、ヘルメット、マスク、長靴、手袋、拡声機

連絡などについて
長い間差しっぱなしになっているようなコンセントがないか確認し、ホコリがたまらないよう定期的に

清掃し、使わないコンセントは外しておくこと。

訓 練 実 施

訓 練 実 施 年 月 日

訓 練 実 施 場 所

訓 練 実 施 参 加 者

訓 練 指 揮 ・ 指 示 者

想 定 訓 練 名



環境関連緊急対応訓練実施記録書

記録者　　　環境管理責任者 確認者　　社長

　　2022年　10　月　5　　日 　　　10　　時　00　　分　～　　　11　　　時　00　　分

社内残土一時保管場所

稲葉力

萩原　忠

溝田勝

運搬車両、重機からの漏油

想定発生場所　再生盛土材一時保管場所　

想定発生時間帯　10：00

対　応　手　順 順 行　　動　　手　　順 訓　練　対　応　状　況 課題点

オイル漏れ発見 １ ・車の下部の点検

2

目視確認・量 3 ・どこから漏れているか

4 ・周りに漏出してないか

・側溝に流れ込んでいないか

5 ・漏れ口の傷が大きいか

連　絡 6 ・事務所に連絡して

　　　応援要請

漏れの拡防止 7 ・車に積んであるウエｽを

　漏れ落ちている場所に置く

・側溝に近い場合は側溝沿いに

　ウエスを敷く

8 ・工場内から部品箱を出して

　漏れ落ちている場所に置く

確　認 9 ・ウエスで漏れている個所の

　確認をして要修理かを判断

修理要請 10 ・ネジの緩みが原因　

　　自分で修理可能かどうか

11 ・ネジでなく亀裂があり要修理

連　絡 12

重　機→鳥居博

ダンプ→三共自動車

　　　　　0557-45-2205

片づけ 13 ・部品箱に垂れているオイルが

　一杯になりそうならば新たに

　部品箱を交換する

14 ・修理完了後、ウエスや部品箱

　をよく拭き取り焼却ごみとして

処分する。

15 訓練の反省

手順書見直しなどの記録

対応手順について

緊急対応備品について ウエス,漏油受けようトレイ又は容器、常用工具

連絡などについて 非常時の連絡先が分かる書類の常時保管

その他

緊 急 対 応 想 定

状 況 の 設 定 被害想定　本社にて、産業廃棄物の破砕作業後車両下部より、漏油が発見された

今回の想定における、手順の見直しは必要なし

訓 練 実 施 年 月 日

訓 練 実 施 場 所

訓 練 実 施 参 加 者

訓 練 指 揮 ・ 指 示 者

想 定 訓 練 名

訓 練 実 施



＊苦情については、速やかに事実の確認を行い、必要な対策を関係者会議にて行うこと。

　　　　　　又、対策・結果について別途に記録を残すこと。

2022年度 報告なし

2021年度 報告なし

2020年度 報告なし

2019年度 報告なし

2018年度 報告なし

2017年度 報告なし

外部からの苦情・要望の受付結果

年度 日付 苦情申立者 苦情内容 確認者

2016年度 報告なし


